
第4回 災害レジリエンス共創研究会

防災科学技術 × ファイナンス

永松 伸吾 山本 伸二

zoom

令和４年度

2023.3.14 火
会場&Webのハイブリッド型開催
会場：防災科研 東京会議室
〒105-0003 東京都港区西新橋2丁目3-1 マークライト虎ノ門6F https://forms.gle/UATqikHNXMB6rr3C8

参加希望者は、
●下記URLの申込フォームか、
QRコードから参加登録ください。
会場参加希望者が、
●定員の50名を超えた場合、
Web参加でのご案内となります
ことをご了承ください。

13:30-15:30
（13:20開場）

※会場参加者はセミナー終了後、
同会場でのパネリストとの「懇談会」
(～17:00)への参加が可能です。

申込方法

「災害レジリエンス共創研究会」では、企業や自治体、地域の事業継続マネジメント（BCM）の向上や
新たな防災ビジネスの創出を目指し、様々なステイクホルダーと防災科研及び大学・研究機関等の研究者
が協働して、 「マルチハザード」をキーワードに情報プロダクツによる災害レジリエンスの向上に向けた
産学官民共創の種を生み育てる仕組みを構築していきます。

「災害レジリエンス共創研究会」は防災科研の新たな試みです

ハイブリッド開催 事前申込制／参加費無料

セミナー

我が国では、南海トラフ地震、首都直下地震などの巨大災害の切迫や、気候変動による近年の大規模な水災害
など、国難級災害の危険性が高まっており、甚大な経済損失が予想される一方で、ファイナンス面における備え
や議論が十分進んでいるとは言いがたい状況です。国難リスクにおけるファイナンスの課題に目を向けながら、
ファイナンス対応を強化することで、社会のレジリエンス向上を図っていく必要があります。
本セミナーでは、国難級災害による経済的影響とファイナンスの重要性、また、国内外における資本市場等を

活用した新たなファイナンス手法の事例などについて紹介するとともに、ファイナンスにおける防災科学技術の
活用可能性や今後のファイナンスの在り方について議論します。

何ができるか

下村 健一

レジリエンス・ファイナンスのコンセプト 災害リスクマネジメントと復旧曲線

災害リスクマネジメントのフレームワーク

リスクコントロール

リスクファイナンス

リスク回避

リスク軽減

リスク移転

リスク保有

・移転, 撤退

・防災 (耐震化等), 減災 (BCP等)

・保険
・ART (キャットボンド,デリバティブ)

・キャプティブ
・コンティンジェント デット / エクイティ



プログラム

■13:40

■14:35Ⅲ. パネルディスカッション
モデレーター：下村 健一（令和メディア研究所 主宰 / 白鴎大学 特任教授 / 元TBSキャスター）
パネリスト：話題提供者

Ⅳ. 参加者とのディスカッション
モデレーター：下村 健一
出演予定者：話題提供者 および（質問者を中心とした）参加者

■14:30（休憩）

■13:30Ⅰ. はじめに 水元 伸一（防災科研 イノベーション共創本部 副本部長）

※なお、新型コロナウイルスの感染状況他を考慮し、会場開催を取りやめ完全オンラインとなる場合があることをご了承ください。

お問い合わせ 防災科研 イノベーション共創本部 共創推進室 災害レジリエンス共創研究会 事務局
郡司・千葉・宮﨑・塚本 E-mail：info-kyosokenkyu@bosai.go.jp Ver.11_20230131

令和4年度 第4回 災害レジリエンス共創研究会 セミナー（年4回開催）
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■15:25Ⅴ. おわりに 岩波 越（防災科研 研究主監 / イノベーション共創本部 本部長代理）

時刻は目安です

Ⅱ. 話題提供① 「巨大災害による我が国の経済リスク」
永松 伸吾（防災科研 災害過程研究部門 部門長 / 関西大学 社会安全学部 教授）

話題提供② 「資本市場を活用した災害リスクファイナンスと防災科学技術の可能性」
山本 伸二（KEYSTONE ILS Capital株式会社 代表取締役）

我が国では、南海トラフ地震、首都直下地震などの巨大災害の切迫や、気候変動による近年の大規模な水災害など、国難級災害の危険性が
高まっており、甚大な経済損失が予想される一方で、ファイナンス面における備えや議論が十分進んでいるとは言いがたい状況です。国難リスク
におけるファイナンスの課題に目を向けながら、ファイナンス対応を強化することで、社会のレジリエンス向上を図っていく必要があります。
本セミナーでは、国難級災害による経済的影響とファイナンスの重要性、また、国内外における資本市場等を活用した新たなファイナンス手法

の事例などについて紹介するとともに、ファイナンスにおける防災科学技術の活用可能性や今後のファイナンスの在り方について議論します。

防災科学技術 × ファイナンス 何ができるか
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